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本日の内容

１．指導改善のポイント

・報告書及び授業アイディア例の活用

２．生徒の資質・能力の定着のために

・国語科をはじめ全ての教科における言語活動の充実

３．全教員で行う研修の体制づくりについて
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１．指導改善のポイント

全国学力・学習状況調査 中学校国語Ａ
平均正答率と無解答率
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１．指導改善のポイント

Ａ７ 学校図書館で先生に相談する

全国

54.8％
奈良県

53.1％
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１．指導改善のポイント

報告書の活用
解答類型と反応率

（平成29年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校国語）

奈良県
解答類型１ 53.1％

解答類型３ 40.3％
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１．指導改善のポイント

Ａ７ 学校図書館で先生に相談する
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１．指導改善のポイント

Ａ７ 学校図書館で先生に相談する
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１．指導改善のポイント
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１．指導改善のポイント
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１．指導改善のポイント

報告書の活用

出題の趣旨

学習指導要領における領域・内容

（平成29年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校国語）
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１．指導改善のポイント

Ａ７ 学校図書館で先生に相談する

一
年
「
チ
ー
ム
の
力
を
引
き
出
す
」
（
三
省
堂
）

調
査
問
題
と
同
じ
趣
旨
、
同
じ
目
標
の
単
元
を

学
習
す
る
と
き
に
、
調
査
問
題
を
活
用
す
る
。
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１．指導改善のポイント

Ａ７ 学校図書館で先生に相談する

一
年
「
チ
ー
ム
の
力
を
引
き
出
す
」
（
三
省
堂
）

この単元で付けたい力が生徒に付いたのかを確認、
評価するために、調査問題を活用する。
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１．指導改善のポイント

全国学力・学習状況調査 中学校国語Ｂ
平均正答率と無解答率
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１．指導改善のポイント

Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮｏ．４」）
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１．指導改善のポイント

Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮｏ．４」）

全国

42.3％
奈良県

39.6％
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１．指導改善のポイント

Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮｏ．４」）
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１．指導改善のポイント

Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮｏ．４」）
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１．指導改善のポイント

Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮｏ．４」）

奈良県教育委員会 18



奈良県教育委員会 19

１．指導改善のポイント

Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮｏ．４」）
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１．指導改善のポイント

Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮｏ．４」）
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◯ 全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙調査結果から

小

学

校

中

学

校

奈良県
66.0％

奈良県
56.5％

全国68.2％

２．生徒の資質・能力の定着のために

①話し合う活動（言語活動）が、必ずしも考えを深めたり広げたりすること
につながっていない傾向がある。
②下の設問で、小学校に比べて、中学校で肯定的な回答の減少が顕著である。

全国64.8％

〈授業では、話し合う活動をよく行っていたと思いますか。（中学校）〉

〈話し合う活動を通じて、考えを深めたり広げたりすることができましたか。〉

中

学

校

奈良県
67.2％

全国81.8％



奈良県教育委員会

身に付けたい力

単元を構想する上で重要な視点
～三者の有機的な関連付け～

言語活動 教 材
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２．生徒の資質・能力の定着のために



奈良県教育委員会

生徒に育成を目指す資質・能力を定着させるため、

○ 国語科で身に付けた資質・能力を、各教科等で言語活動を
通して定着させる。

○ 全ての教科等で、「この学習内容には、どのような言語活動
が効果的か」を考えて実践する必要がある。

２．生徒の資質・能力の定着のために

〈国語科をはじめ、
全ての教科における言語活動の充実〉

（小・中学校新学習指導要領より）
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資料の活用の推進

２．生徒の資質・能力の定着のために

○ DVD「小学校国語映像指導資料」
→各市町村教育委員会に配布済、複製可

○ 学校教育課Ｗｅｂページ「まなびー奈良」

小学校の実践事例ですが、
中学校国語科の授業構想にも
参考になります。
指導案は「国立教育政策研

究所」のWebページからダウ
ンロードできます。

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/
pdf/kokugo_eizo_siryo_data.pdf
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３．全教員で行う研修の体制づくりについて

全国及び奈良県学力・学習状況調査の結果を
自分の授業に生かしていますか。
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３．全教員で行う研修の体制づくりについて

Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮｏ．４」）

各学校でできる｢調査問題を活用した研修｣
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３．全教員で行う研修の体制づくりについて

各学校でできる｢調査問題を活用した研修｣

〈調査で実施されていない教科において〉

（平成29年度奈良県公立高等学校入学者一般選抜学力検査問題 社会）

「地域の交通網」

「求められている力」
＝ 社会科における知識 ＋ 自分の考えを根拠を明確にして書く力
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３．全教員で行う研修の体制づくりについて

各学校でできる｢調査問題を活用した研修｣

〈調査で実施されていない教科において〉

「求められている力」
＝ 理科における知識 ＋ 自分の考えを根拠を明確にして書く力

（平成29年度奈良県公立高等学校入学者一般選抜学力検査問題 理科）
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３．全教員で行う研修の体制づくりについて

〈研修の進め方の例〉

１．調査問題を全教員で解く。

２．調査問題の趣旨を確認する。

３．各教科等で「身に付けたい力」を培うための
授業(取組)を構想し、実践する。

４．授業(取組)の成果と課題を交流し、その後の
取組に生かせるよう、改善策を練る。

５．改善した授業(取組)を全教員が実践する。

各学校でできる｢調査問題を活用した研修｣



ＰＤＣＡサイクルの例

・調査問題を解き、その趣旨を確認する。

・授業を構想し、実践する。

・成果と課題を交流する。
・授業改善を図る。

・改善の上、再び授業(取組)を行う。

奈良県教育委員会

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

ＰＤＣＡサイクルの実施（なるべく短期間のうちに）

（計画）

（実行）

（検証）

（改善）

なるべく短期間にＰＤＣＡサイクルを回して、次のサイクルに
つなげるよう心がけることが大切。
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３．全教員で行う研修の体制づくりについて


